
 

持続可能な沿岸海域実現を目指した沿岸海域管理手法の開

発について、環境省「環境研究総合推進費」(S-13)による戦

略研究が進められています。 

「里海」という新しい考え方で、日本の海の環境の価値を

生態系サービスという視点でアプローチし、「きれいで、豊か

で、賑わいのある持続可能な沿岸海域実現」をするためには

何を必要としているかを知るためにシンポジウムを開催いた

します。 

 

 

上図出典： 

環境省・第 7回中央環境審議会瀬戸内海部会（2008.04.25）配布資料 参考資料 6「里海の創生の背景と考え方」P11掲載図 

 

日時：平成 28 年 1 月 9 日(土) 13 時 30 分～17 時 05 分（受付開始：13 時 10 分） 

会場：立命館大学大阪いばらきキャンパス B 棟 1 階カンファレンスホール 

〒567-8570 大阪府茨木市岩倉町 2-150 

【大阪いばらきキャンパスへのアクセス】 

JR 京都線「茨木」駅東口より徒歩 8分 

阪急電車「南茨木」駅西口より徒歩 12 分、 

または京阪バス「枚方市駅行き」で 5 分、「立命館大学（岩倉公園前）」下車すぐ 

（京阪電車ご利用の方）…枚方市駅で京阪バスに乗り換え。 

京阪バス「南茨木駅行き」で 45 分、「立命館大学（岩倉公園前）」下車すぐ 

 

参加費：無料 

定員：100 名(11/16 より申込先着順、申込は裏面記載の事務局へお願いします)  

 

主催：環境省環境研究総合推進費（S-13） 

「持続可能な沿岸海域実現を目指した沿岸域管理手法開発」テーマ 4 プロジェクトチーム 

(公益財団法人)国際エメックスセンター、立命館サステイナビリティ学研究センター 

 

協力：立命館大学拠点形成型R-GIRO研究プログラム「水再生循環によるアジアの水資源開発研

究拠点」、RCS「水とグリーンビル研究会」、水資源・環境同好会 

     

 

本シンポジウムは、環境省「環境研究総合推進費」(S-13)の支援によるものです 

シンポジウム「持続可能な沿岸海域管理と里海」 



【当日のプログラム】 ※12/21 更新 

司会進行：立命館サステイナビリティ学研究センター 吉岡 泰亮 

13：30～13：35 開会あいさつ 

環境省「環境研究総合推進費」(S-13)テーマ 4 リーダー  

立命館大学特別任用教授  仲上 健一  

13：35～14：05 特別講演「海と環境」  東京大学名誉教授 鈴木 基之 

14：05～14：25 基調講演「持続可能な沿岸海域実現を目指した沿岸域管理」 

国際エメックスセンター特別研究員/S-13 全体代表  柳 哲雄 

14：25～14：40 テーマ報告 

「沿岸海域の生態系サービスの経済評価・統合沿岸管理モデルの提示」 

立命館大学特別任用教授  仲上 健一 

14：40～15：20 各サブテーマの研究紹介（10 分×4名） 

（サブテーマ 1） 立命館大学   上原 拓郎 

（サブテーマ 2） 近畿大学    日高 健 

（サブテーマ 3） 愛知大学    印南 敏秀 

（サブテーマ 4） 九州大学    須崎 寛和 

15：20～15：35 休憩 

15：35～16：50 パネルディスカッション「持続可能な沿岸海域管理と里海」 

司会：立命館大学教授 小幡 範雄 

パネリスト： （サブテーマ 1） 長崎大学 太田 貴大  

        （サブテーマ 2） 近畿大学 日高 健 

        （サブテーマ 3） 愛知大学 印南 敏秀 

        （サブテーマ 4） 九州大学 須崎 寛和 

16：50～17：00 総括コメント 東京大学准教授/S-13 テーマ 2 代表 小松 輝久  

17：00～17：05 閉会あいさつ 国際エメックスセンター専務理事 冨岡 寛美 

 

※終了後、17時 15分～19時で研究交流会（事前申込制）を開催いたします。 

会場：立命館大学大阪いばらきキャンパス C棟 1階「OIC Cafeteria」 会費：4,000円 

 

【事務局・申し込み先】※申込は 11/16開始、定員に達し次第締め切ります。 

立命館サステイナビリティ学研究センター補助研究員 吉岡 泰亮 

メールアドレス 13v00178@gst.ritsumei.ac.jp  （なるべくこちらでお願いします） 

FAX：072-665-2565  

 

メールの場合、件名を「1/9 シンポジウム参加申込」として頂き、本文中には 

氏名・所属・連絡先メールアドレス(PC からのメールが受信できるもの)、研究交流会への

参加希望有無を明記してください。 

FAXの場合、氏名・所属・FAX番号、研究交流会への参加希望有無を明記してください。 


